
地 理 Ｂ

注 意 事 項

１ 【共通問題】 � から � は，必ず解答すること。

解答番号は � から １６ 。

２ 【選択問題】 � から � までの�題から�題を選んで，解答する問題番号を記入及びマー

クした上で，解答欄に解答すること。

解答番号は １７ から ２０ 。

�題以上マークした場合は採点できないので注意すること。

�

― ３６ ― ◇Ｍ４（３９２―１６３）



【共通問題】

� 地形と気候に関して，問�～問�に答えよ。

問 １ 太郎さんはコンピュータを利用した断面図の作図に興味をもち，大陸の断面図を作成し

た。次のページの先生と太郎さんの会話文中の空欄 Ｘ ， Ｙ にあてはまる数字と

記号の組合せとして最も適切なものを，次のページの�～�のうちから一つ選べ。

解答番号は � 。

資料�

注）緯線と経線の間隔は，それぞれ１０度である。

資料� 南アメリカ大陸とオーストラリア大陸の断面図

注）Ａ―Ａ′とＢ―Ｂ′の実際の距離を比べるとＡ―Ａ′の方が長いが，資料

�では，Ａ―Ａ′の実際の距離と等しくなるように東西方向を拡大して
Ｂ―Ｂ′の断面図を作成した。（NOAAの資料により作成）

地 理 Ｂ

�
�解答番号 � ～ ２０ �

�

― ３７ ― ◇Ｍ４（３９２―１６４）



太郎：世界の標高データはどこで手に入れることができるのですか。

先生：アメリカ合衆国の国立海洋大気局（National Oceanic and Atmospheric

Administration, NOAA）のホームページからダウンロードすることができます

よ。

太郎：その標高データはどのようなものですか。

先生：地球を緯線・経線方向にそれぞれ３０秒（�／１２０度）間隔に分割した地点におけ

る標高が記録されています。

太郎：なるほど。つまり，資料�の世界地図全体を縦方向に２１，６００，横方向に

Ｘ の地点に分割したわけですね。

先生：その通りです。太郎さんは，どのような地域の断面図を作成したいのですか。

太郎：以前，学習した南アメリカ大陸（資料�中の太線Ａ―Ａ′）とオーストラリア大陸

（資料�中の太線Ｂ―Ｂ′）の断面図を作成したいと思います。

先生：では，NOAAのホームページから標高データをダウンロードして，断面図を作

図してみましょう。

太郎：はい。

太郎：できました。オーストラリア大陸（資料�中の太線Ｂ―Ｂ′）の断面図は，資料�

中の断面図のうち， Ｙ です。

Ｘ Ｙ

� ２１，６００ ア

� ２１，６００ イ

� ４３，２００ ア

� ４３，２００ イ

�

― ３８ ― ◇Ｍ４（３９２―１６５）



問 ２ 太郎さんは，地形と人間生活の関係に興味をもち，資料�を得た。次のページの太郎さん

と先生の会話文中の空欄のうち， Ｘ ， Ｙ にあてはまる語句の組合せとして最も

適切なものを，次のページの�～�のうちから一つ選べ。解答番号は � 。

資料� 地形図から等高線のみ写し取った図

注）・図中の数字は等高線の標高（m）を表す。
・実線の等高線は１０m間隔の主曲線，破線の等高線は�m間隔の補助曲線である。

（「数値地図２５０００（地図画像）東京」により作成）

― ３９ ― ◇Ｍ４（３９２―１６６）



先生：資料�中にみられる地形は，洪積台地と沖積平野ですよ。

太郎：標高の低いところと高いところがあるのですね。

先生：その通りです。では，資料�中のＰ付近とＱ付近の標高を比べてみましょう。

太郎：等高線から判断すると， Ｘ 付近の方が標高が高いので， Ｘ 付近は洪

積台地上にあるといえそうです。

先生：そうですね。

太郎：ところで先生。一般に，標高や地形は農業的な土地利用に影響を与えているとい

われているそうです。 Ｘ 付近の農業的な土地利用としては Ｙ が多い

のではないかと思うのですが，いかがでしょうか。

先生：そうですね。標高や地形が農業的な土地利用に影響を与えるというのは確かです

が，「標高や地形が農業的な土地利用を決定する」と単純に決めつけてはいけませ

んよ。一度，現地を訪ねて太郎さんの予想が正しかったのか調査してみてはどう

ですか。

太郎：はい。今度の日曜日に調査に行ってきます。

Ｘ Ｙ

� Ｐ 田

� Ｐ 畑

� Ｑ 田

� Ｑ 畑

�

― ４０ ― ◇Ｍ４（３９２―１６７）



問 ３ 太郎さんは，資料�中の都市Ａ～Ｄの気温と降水量の季節変化に興味をもち，資料�を作

成した。資料�中の都市Ｄにあてはまるものとして最も適切なものを，資料�中の�～�の

うちから一つ選べ。解答番号は � 。

資料� 都市Ａ～Ｄの位置

注）緯線と経線の間隔は，いずれも１０°である。

資料� 最暖月・最寒月平均気温の差と最少月・最多月降水量の差

（『理科年表 平成２０年』により作成）

― ４１ ― ◇Ｍ４（３９２―１６８）



（Ippann kuuhakupage）

�

― ４２ ― ◇Ｍ４（３９２―１６９）



問 ４ 次の資料�は，関東地方における主な観測地点について，２００８年�月�日午前�時の気

温分布を示した地図である。太郎さんは，資料�から気温�℃の大まかな等温線図を作成し

た。この等温線図として最も適切なものを，次のページの�～�のうちから一つ選べ。

解答番号は � 。

資料� 関東地方における２００８年�月�日午前�時の気温分布（℃）

（気象庁の資料により作成）

― ４３ ― ◇Ｍ４（３９２―１７０）



�

― ４４ ― ◇Ｍ４（３９２―１７１）


